
高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者： １組～６組： 岡　元・江島　れお・蛯名　怜杏

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

計 105

○○

定期考査

○ ○

E Lesson5　動名詞
【知識及び技能】
動名詞の意味と用法を理解することができる
【思考力、判断力、表現力等】
ファシリティドッグやハンドラーの仕事について理解を深め
るために、本文の内容を読み取り、概要や要点を把握してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
記録などを通じて自らの英語力の変化に注目することができ
る。

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・振り返りシート

○

F Lesson6　that 節
【知識及び技能】
節の概念を理解し、that節の意味を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
コンビニエンスストアの成功のカギについて理解を深めるた
めに、本文の内容を読み取り、概要や要点を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
記録などを通じて自らの英語力の変化に注目することができ
る。

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・振り返りシート
・パフォーマンステスト

○

10

10

G　Lesson7　現在完了形
【知識及び技能】
現在完了形に関する事項を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
養蜂部の活動について理解を深めるために，本文の内容を読
み取り，概要や要点を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
記録などを通じて自らの英語力の変化に注目することができ
る。

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・振り返りシート

○

・現在完了形の意味と用法を理解している
・養蜂部の活動について理解を深めるために，本文の内
容を読み取り，概要や要点を把握しようとしている。
・学習の記録・振り返りを通じて自らの英語力の変化に
注目し、学習の方針を検討・実践することができる。 ○

○

B Lesson2　進行形
【知識及び技能】
現在形・過去形・進行形の比較を通じて、英語における時制
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
田中さんの作品や作品作りに対する姿勢について理解を深め
るために，本文の内容を読み取り，概要や要点を把握してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
記録などを通じて自らの英語力の変化に注目することができ
る。

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・振り返りシート
・パフォーマンステスト

○

１
学
期

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・振り返りシート
・パフォーマンステスト

〇

C　Lesson3　助動詞
【知識及び技能】
助動詞持つ意味と、助動詞を含む文の語順を理解することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
おにぎりの海外での人気とその理由について理解を深めるた
めに、本文の内容を読み取り、概要や要点を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
記録などを通じて自らの英語力の変化に注目することができ
る。

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・振り返りシート

D Lesson4　不定詞
【知識及び技能】
不定詞の意味と、語順を理解することができる
【思考力、判断力、表現力等】
ピクトグラムについて理解を深めるために、本文の内容を読
み取り、概要や要点を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
記録などを通じて自らの英語力の変化に注目することができ
る。

定期考査

○

東村山

知

【学びに向かう力、人間性等】

外国語 英語コミュニケーションⅠ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

英語コミュニケーションⅠ

【 知　識　及　び　技　能 】　外国語の音声・語彙・表現・文法などの理解を深め、それを適切に活用する技能を養う。

外国語

評価規準

配
当
時
数

態

Revised COMET English CommunicationⅠ(数研出版)

外国語

　日常的な話題や社会的な話題について、適切に表現したり伝えあったりする力を養う。

指導項目・内容

・英検4級程度の文法事項を理解している。
・文法事項の理解を基に、文章を読み取ったり、やり取りを聞いて
その内容を理解する技能を身に付けている。

英語コミュニケーションⅠ

・文法事項の理解を基に、自身の感情や意見を短い英文で書
こうとしている。
・教科書本文の要点や概要をまとめようとしている。

○

・助動詞の意味と用法を理解している
・おにぎりの海外での人気とその理由について理解を深
めるために、本文の内容を読み取り、概要や要点を把握
しようとしている。
・学習の記録・振り返りを通じて自らの英語力の変化に
注目し、学習の方針を検討・実践することができる

○

○

○

○ ○

○

○

　様々な文化に対する理解を深め、主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

10

○

○

○

○ ○

○ ○

・過去形を用いたやり取りができる
・ ジョーンズ先生の新幹線の旅の経験について理解を
深めるために，本文の内容を読み取り，概要や要点を把
握しようとしている。
・学習の記録・振り返りを通じて自らの英語力の変化に
注目し、学習の方針を検討・実践することができる

・進行形と現在形、過去形の意味の違いを理解している
・田中さんの作品や作品作りに対する姿勢について理解
を深めるために，本文の内容を読み取り，概要や要点を
把握しようとしている。
・学習の記録・振り返りを通じて自らの英語力の変化に
注目し、学習の方針を検討・実践することができる

・文法事項の理解を基に、自身の感情や意見を短い英文で
書くことができる。
・教科書本文の要点や概要をまとめることができる。

単元の具体的な指導目標

〇

A　Lesson1　過去形
【知識及び技能】
動詞の過去形と意味を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
ジョーンズ先生の新幹線の旅の経験について理解を深めるた
めに，本文の内容を読み取り，概要や要点を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
記録などを通じて自らの英語力の変化に注目することができ
る。

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・振り返りシート

○

思

11

○ 10

J Lesson10　関係代名詞
【知識及び技能】
関係代名詞の用法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
ウィリアム・カムクワンバが成し遂げたことについて理解を
深めるために、本文の内容を読み取り、概要や要点を把握し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
記録などを通じて自らの英語力の変化に注目することができ
る。

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・振り返りシート
・パフォーマンステスト

10○

○

定期考査

○

定期考査

11○

・不定詞を含む文を用いて、詳しい情報をやり取りする
ことができる
・ピクトグラムについて理解を深めるために、本文の内
容を読み取り、概要や要点を把握しようとしている。
・学習の記録・振り返りを通じて自らの英語力の変化に
注目し、学習の方針を検討・実践することができる

・動名詞の意味とい用法を理解している
・ファシリティドッグやハンドラーの仕事について理解
を深めるために、本文の内容を読み取り、概要や要点を
把握しようとしている。
・学習の記録・振り返りを通じて自らの英語力の変化に
注目し、学習の方針を検討・実践することができる

○ ○ ○ 11

〇

・節が主語・動詞を含むまとまりであることを理解して
いる
・コンビニエンスストアの成功のカギについて理解を深
めるために、本文の内容を読み取り、概要や要点を把握
しようとしている。
・学習の記録・振り返りを通じて自らの英語力の変化に
注目し、学習の方針を検討・実践することができる

○ ○ ○

○ ○ ○

・比較表現の用法を理解している。
・衣料廃棄の問題について理解を深めるために、本文の
内容を読み取り、概要や要点を把握しようとしている。
・学習の記録・振り返りを通じて自らの英語力の変化に
注目し、学習の方針を検討・実践することができる。

○

〇

〇

・不定詞を含む文を用いて、詳しい情報をやり取りする
ことができる
・スマート農業について理解を深めるために、本文の内
容を読み取り、概要や要点を把握しようとしている。
・学習の記録・振り返りを通じて自らの英語力の変化に
注目し、学習の方針を検討・実践することができる

○

・関係代名詞の用法を理解している。
・ウィリアム・カムクワンバが成し遂げたことについて
理解を深めるために、本文の内容を読み取り、概要や要
点を把握しようとしている。
・学習の記録・振り返りを通じて自らの英語力の変化に
注目し、学習の方針を検討・実践することができる

定期考査

3
学
期

○ ○

○

H Lesson8　受動態
【知識及び技能】
受動態の用法に関する事項を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
スマート農業について理解を深めるために、本文の内容を読
み取り、概要や要点を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
記録などを通じて自らの英語力の変化に注目することができ
る。

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・振り返りシート
・パフォーマンステスト

○

2
学
期

11

11

I　Lesson9　比較表現
【知識及び技能】
比較表現の用法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
衣料廃棄の問題について理解を深めるために、本文の内容を
読み取り、概要や要点を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
記録などを通じて自らの英語力の変化に注目することができ
る。

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・振り返りシート

○



高等学校 令和８年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

70
定期考査

6

合
計

8

D 単元
【知識及び技能】
・自分の仕事にかかわる語句を正しく使うことが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・会話でよく使う相槌、意見を書くときの表現を
用いて、自然な会話をしたり、わかりやすい文章
を書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・学習した表現や相手に伝わるよう工夫しようと
している。

・語順ドリル１
・Speak&Write Lesson7

〇 ○ ○ ○

・自分の将来の仕事にかかわる語句が書けるか。
・話すときにfillerや相槌などの表現や、意見を
書くときの表現を用いて、自然な会話をしたり、
わかりやすい文章をかくことができる。

○ 〇

・疑問詞を正しく理解し、疑問詞を使った英文を
正しい語順で書くことができるか
・社会的な事柄について、理由や根拠に基づい
て、自分の意見を述べることができるか。

○ ○

３
学
期

C 単元
【知識及び技能】
・疑問詞を正しく理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・社会的な事柄について、理由や根拠に基づい
て、自分の意見を述べることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の考えを、理由や根拠に基づいて話したり
書いたりしようとしている。

・語順ドリル１
・Speak&Write Lesson6

○

２
学
期

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○

○

6

定期考査 ○ ○

D 単元
【知識及び技能】
・現在進行形を正しく理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・絵を見て人物について何をしているか表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・絵からわかることを表現しようとしている。

・語順ドリル１
・Speak&Write Lesson5

〇 ○ ○

・現在進行形を正しく理解し、正しい語順で書く
ことができる。また、現在形との違いを理解して
使い分けることができるか。

・絵をみてその人物が何をしているか、簡単に表
現しているか。

○

C 単元
【知識及び技能】
・動詞の過去形を正しく理解できる。
・want to～、need to～、be going to～の用法を
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・学習した表現を用いて、自分の希望や予定につ
いて質問したり答えたりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
・学習した語彙や表現を用いて、相手に伝わるよ
うにやり取りができる。

・語順ドリル１
・Speak&Write Lesson3, 4

○ ○ 8○ 〇

・一般動詞の肯定文・否定文・疑問文過去形を正
しく理解し、正しい語順で書くことができる。

・学習した表現を用いて、自分の希望や予定につ
いて質問したり答えたりできるか。 ○ ○ ○

定期考査 ○

7

B 単元
【知識及び技能】
・一般動詞の過去形を正しく理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・出来事や自分の気持ちを交えた日記や世界の有
名人について過去の功績をわかりやすくまとめて
書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・学習した語彙や表現も用いて、過去の出来事に
ついて書くことができる。

・語順ドリル１
・Speak&Write Lesson3

○ ○ ○

・一般動詞の肯定文・否定文・疑問文過去形を正
しく理解し、正しい語順で書くことができる。

・出来事や自分の気持ちを交えた日記や世界の有
名人について過去の功績をわかりやすくまとめて
書くことができる。

○

・代名詞、時や場所を表す語句を理解し、正しい
語順で書くことができる。
・正しい語順がわかる。また、1人称・2人称・3人
称について、正しく理解し、語句を並べ替えるこ
とができるか。
・過去の出来事について、質問したり答えたりす
ることができているか。

A 単元
【知識及び技能】
・代名詞、前置詞を正しく理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・過去の出来事について、質問したり答えたりす
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・学習した語彙や表現を用いて、相手に伝わるよ
うにやり取りができる。

・語順ドリル１
・Speak&Write Lesson2

○ ○

7

○ ○定期考査 ○ ○

・一般動詞の肯定文・否定文・疑問文を理解し、
正しい語順がわかる。また、1人称・2人称・3人称
について、正しく理解し、語句を並べ替えること
ができるか。
・自分の自由時間の過ごし方や買い物に行く場所
について、簡単な語句でまとまりのある文を書け
るか。

○ ○ ○ 6

D 単元
・一般動詞現在形（3人称を含む）を正しく理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自由時間の過ごし方について、買い物に行く場
所についてまとまりある文章を書くことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・自由時間の過ごし方をわかりやすく書こうとし
ている。

・語順ドリル１
・Speak&Write Lesson2

○ ○

・一般動詞の肯定文・否定文・疑問文を理解し、
正しい語順がわかる。
・一般動詞を用いて、日常生活について簡単なや
りとりができているか。

○ ○ ○ 8

C 単元
【知識及び技能】
・一般動詞現在形を正しく理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・日常生活の過ごし方について、やりとりをする
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・学習した語彙や表現を用いて、やり取りをしよ
うとしている。

・語順ドリル
・Speak&Write Lesson１

○ ○ ○

○ ○定期考査

・be動詞の肯定文・否定文・疑問文を理解し、並
べかえて正しい語順がわかる。
・自分で考えて現在形の文を考えることができ、
相手に伝えることができるか。
・自分の好きなことについて、理由や根拠をあげ
なからまとまりある文章を書けるか。

○ ○ ○ 8

B 単元
【知識及び技能】
・be動詞を正しく理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・好きなもの教科や季節について、理由や根拠を
挙げて書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の好きな教科について、書こうとしてい
る。

・語順ドリル
・Speak&Write Lesson１

○ 〇

・アルファベットの知識を正しく理解している
か。
・アルファベットを用いて正しい英語を書ける
か。
・好きなものについて、やりとりをしたり、書い
たりすることができるか。

○ ○ ○ 6

思 態

配

当

時

数

評価規準 知

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
・アルファベット、身の回りの単語が正しく書け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・好きなものについて、質問したり答えたりする
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・好きなものについて話そう、書こうとしてい
る。

・語順ドリル１
・Speak&Write Lesson1

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

○

○

○

英文基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

中学校で学習した英語の音声や知識、表現、文法や言語
の知識を活用できるようにする

教材等で扱う基本的な話題について、情報や考えを理解
判断し、場面に合わせて簡単な英語で表現する。

自分の考えを述べたり，発表したりするために，必要な
情報を積極的に得ようとしている。
情報や考えを整理して発表したり，クラスメートの発表
を聞いて質問や感想を伝えあったりしようとしている。

語順ドリル１（正進社）、Speak&Write（エスト出版）

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】 語彙、文法について理解を深める。

目的や場面に応じて正しく情報を理解したり、書いたりして表現できる。

主体的、自律的に授業に取り組みコミュニケーションを図ろうとしている。

（１組：市岡・蛯名） （２組：橋本・神野） （３組：岡・市岡） （４組：岡・蛯名） （５組：橋本・神野） （６組：市岡・蛯名）

東村山 外国語 英文基礎
外国語 英文基礎 2



高等学校 令和８年度（３学年用） 教科 外国語 英語  科目 初級英語
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者： （１組～６組：岡　元・石川　太一　）

使用教科書： （

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話
[

や

]
話

[

発

]

書

配
当
時
数

〇

○

平易な英語で書かれたり、話されたりした文章から必要な情報を読
み取り、話し手や書き手の意図や概要を把握して、要点や自分の考
え・気持ちなどを話したり書いたりして表現したり伝え合ったりす
る力を身に付けようとしている。さらにこれれらの取組に関して見
通しを立て、振り返るなど自らの学習を自覚的に捉えている。

〇

〇

〇

○

○

○

〇

〇

〇

〇 ○ ○

○

○

○

○ ○

○ ○

○

３
学
期

・関係代名詞 ・関係代名詞を用いて、名詞に説明を加
えることができる。

〇 ○ 〇

〇 ○ 〇

２
学
期

〇 ○

〇

・未来
・助動詞
・疑問詞
・現在完了
・受動態

・文型や時制等の定型表現を理解
することができる。
・基本的な定型表現の意味を理解
する。
ことができる。
・canやwill等の語句を用いて、
自分ができることや将来の予定等
について表現することができる。
・WhatやWhen、Where等の語句を用
いて、自分が知りたいことを尋ね
ることができる。

定期考査
〇

１
学
期

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

平易な英語で書かれた文章を読んだり、聞いたりして、５文型の
英文構造を理解し、文章全体の内容理解を捉える技能や、気持ち
などを基本的な語句や文を用いて話したり書いたりして表現した
り伝え合ったりするために必要な技能を身に付けている

平易な英語で書かれたり、話されたりした文章から必要な情報を
読み取り、話し手や書き手の意図や概要を把握して、要点や自分
の考え・気持ちなどを話したり書いたりして表現したり伝え合っ
たりする力を身に付けている

外国語 英語

コミュニケーションを行う目的や場面・状況などに応じて、話し手や書き手の意図などを的確に理解しその
情報を活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う

背景にある文化に対する理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら，主体的・に外国語
を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う

○

思

○

○ ○

○

態

〇

【 知　識　及　び　技　能 】
音声や語彙・表現・文法・言語の働きなどを理解を深め、それらを使用し実際のコミュニケーショ
ンで適切に活用できる技能を身に付けるようにする

○

○

評価規準

東村山

合
計

70

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期テスト

（知識・技能）
ペーパーテスト（定期テスト・小テスト
等）を通し英文を作成するために必要な基
礎知識を習得している。

（思考・判断・表現）
提出物やグループワーク、ペアワークなど
を活用し、簡単な日常会話等で実際に活用
できる力を身に付けている。

（主体的に学習に取り組む態度）
提出物やグループワーク、ペアワークなど
を活用し、簡単な日常会話等で実際に活用
できる力を身に付けようとしている。
 

・日本語と英語の違い
・アルファベッドや身の回りの単語
・be動詞
・一般動詞（現在）
・一般動詞（現在：否定文と疑問
文）
・命令文
・一般動詞（過去）

・アルファベッドや基礎的な英単
語の意味を習得し、英語学習の基
礎を身に付ける。
・英語と日本語の語順の違いを理
解し、英語での簡単な質問や会話
ができる。
・基本の時制や定型表現を理解す
ることができる。
・身近な出来事について振り返
り、日記等を書くことができる。

〇

〇

○

○

〇

初級英語 2

【知識及び技能】

28

32

旺文社　プレップイングリッシュ４訂版　高校英語の基礎づくり/Enrich Yourself!　テストっち英語１ )

外国語 英語

定期考査
〇 〇 〇 ○

初級英語

〇 ○ 〇

【思考力、判断力、表現力等】

領域

10

○ ○



高等学校 令和８年度（３学年用） 教科 外国語 英語  科目 上級英語
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者： （１組～６組： 石川　太一 ）

使用教科書： （

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話
[

や

]
話

[

発

]

書

10

○ ○

啓林館　Willing整理と演習　英文法　三訂版／三省堂　大学入試 英語長文読解問題集　Vertex Level 1)

外国語 英語

定期考査
〇 〇 〇 ○

上級英語

〇 ○ 〇

【思考力、判断力、表現力等】

領域

東村山

合
計

70

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期テスト

（知識・技能）
・テスト（定期テスト・パフォーマンステ
スト・小テスト等）を通じて、実践的な英
語能力を習得し、実際に活用できる技能を
身に付けている。

（思考・判断・表現）
・パフォーマンステストだけでなく、提出
物や相手とのやり取り等を通じて、事実や
自分の考えを表現している。

（主体的に学習に取り組む態度）
・パフォーマンステストだけでなく、提出
物や相手とのやり取り等を通じて、事実や
自分の考えを表現しようとしている。

 

・文の要素
・動詞
・時の表現（時制）
・助動詞
・受動態

ア）英語の語順を徹底し直読(聴)
直解で英語を理解する力を身に付
ける。イ）さまざまな主語の立て
方を理解し、自然な英語の表現を
身に付ける。ウ）動詞（含む代名
詞）の使い方を理解し、情報の繰
り返しを避ける表現方法を身に付
ける。エ）自らの興味・関心があ
る内容についてまとまった英語を
書き、発表することができる。

〇

〇

○

○

〇

上級英語 2

【知識及び技能】
授業内の基本的なやり取りはもちろん、扱うテーマの内容に関しても英語
でやり取りを行いながら、英語で書かれた文章を読んだり、聞いたりし
て、文章全体の内容理解を捉える技能や、気持ちなどを基本的な語句や文
を用いて話したり書いたりして表現したり伝え合ったりするために必要な
技能を身に付けている

授業内の基本的なやり取りはもちろん、扱うテーマの内容に関しても英語
でやり取りを行いながら、書かれたり、話されたりした文章から必要な情
報を読み取り、話し手や書き手の意図や概要を把握して、要点や自分の考
え・気持ちなどを話したり書いたりして表現したり伝え合ったりする力を
身に付けている

外国語 英語

コミュニケーションを行う目的や場面・状況などに応じて、話し手や書き手の意図などを的確に理解しその
情報を活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う

背景にある文化に対する理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら，主体的・に外国語
を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う

○

思

○

○ ○

○

態

〇

【 知　識　及　び　技　能 】
音声や語彙・表現・文法・言語の働きなどを理解を深め、それらを使用し実際のコミュニケーショ
ンで適切に活用できる技能を身に付けるようにする

評価規準

１
学
期

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

授業内の基本的なやり取りはもちろん、扱うテーマの内容に関しても英語で
やり取りを行いながら、書かれたり、話されたりした文章から必要な情報を
読み取り、話し手や書き手の意図や概要を把握して、要点や自分の考え・気
持ちなどを話したり書いたりして表現したり伝え合ったりする力を身に付け
ようとしている。さらにこれれらの取組に関して見通しを立て、振り返るな
ど自らの学習を自覚的に捉えている。

28

３
学
期

・構文
・ディベート・ディスカッション

ア）テーマに関する是非を具体例
や理由を元に議論することができ
る。イ）これまで学んだことを総
合的に使用しながら、テーマに
沿った文章を作ることができる。
また、その概要を英語で簡単に相
手に伝えることができる。

〇 ○ 〇

〇 ○ 〇

２
学
期

〇 ○

〇

・不定詞
・動名詞
・分詞
・関係詞
・比較
・仮定法

ア）自らの興味・関心がある内容
についてまとまった英語を書き、
発表することができる。
イ）学んだ内容をもとに、初出の
文章を理解することができる。

定期考査

配
当
時
数

〇

○

〇

〇

〇

○

○

○

〇

〇

〇

〇 ○ ○

○ ○

○

○

○

○○ ○

〇

○

○

32



高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：１組～６組： 神野　節子・橋本　裕二・橋上　和子

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

計 140

○○

定期考査

○ ○

 Lesson5　現在完了進行形・過去完了形・過去完了進
行形
【知識及び技能】
現在完了進行形、過去完了形や過去完了進行形に関す
る事項を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
現在完了進行形、過去完了形や過去完了進行を用いた
表現でやり取りができる。
【学びに向かう力、人間性等】
モンサンミッシェルについてお必要な情報を把握し理
解できる。

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・現在完了進行形・過去完了形・
過去完了進行形の文法プリント
・振り返りシート ○ 〇

Lesson 6 現在完了形の受け身・助動詞＋受け身
【知識及び技能】
現在完了形の受け身・助動詞の受け身の用法に関する
事項を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
現在完了形の受け身・助動詞の受け身を用いた表現で
やり取りができる。
【学びに向かう力、人間性等】
スマート農業について必要な情報を把握し、理解でき
る。

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・現在完了形の受け身・助動詞＋
受け身の文法プリント
・振り返りシート 〇 〇

○

〇

[R] モン・サン・ミシェルについて、現在完了進行形
／過去完了形に注意しながら、内容を読み取る技能を
身に付けている。
[L] モン・サン・ミシェルについて、現在完了進行形
／過去完了形に注意しながら、内容を聞き取る技能を
身に付けている。
[W] 過去の旅行先について、基本的な語句や文を用い
て、主体的に情報や考えを詳しく書いて伝えようとし
ている。

○ ○

定期考査

12

11〇

Lesson 7  関係代名詞の非制限用法・関係代名詞what
に関する事項を理解している。
【知識及び技能】
関係代名詞の非制限用法・関係代名詞whatに関する事
項を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
関係代名詞の非制限用法・関係代名詞whatを用いた表
現でやり取りができる。
【学びに向かう力、人間性等】
競技かるたについての必要な情報を理解し、把握でき
る。

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・係代名詞の非制限用法・関係代
名詞whatの文法プリント
・振り返りシート 〇 ○ 〇

[L][R]関係代名詞の非制限用法・関係代名詞whatに関
する事項を理解し、競技かるたについての内容を聞き
取り、読み取る技能が身に付いている。
[S発] 過去の旅行先について、基本的な語句や文を用
いて、主体的に詳しく話して伝えようとしている。
[Sや]競技かるたについて相手に意見や考えを求める表
現を用いて考えを話し伝えたり、相手からの質問に答
えることができる。

○

○

〇

Lesson2　疑問詞やifで始まる節
【知識及び技能】
疑問詞やifで始まる節の意味を理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
疑問詞やifで始まる節を用いて、やり取りをすること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
英語と日本語の慣用句について理解し、積極的に発話
活動に参加できる。

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・疑問詞,if節の文法プリント
・振り返りシート

〇 ○

１
学
期

〇

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・形式主語・形式目的語の文法プ
リント
・振り返りシート 〇 〇

Lesson3　使役動詞・知覚動詞
【知識及び技能】
使役動詞・知覚動詞に関する事項を理解することがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
使役動詞・知覚動詞を用いた表現でやり取りができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
環境問題に関心を持ち学習することができる

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・使役動詞・知覚動詞の文法プリ
ント
・振り返りシート

 Lesson4　形式主語・形式目的語
【知識及び技能】
形式主語・形式目的語に関する事項を理解することが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
形式主語・形式目的語を用いた表現でやり取りができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の切手についての紹介を書いて発表することがで
きる。

定期考査

○

東村山

知

【学びに向かう力、人間性等】

外国語 英語コミュニケーションⅡ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

英語コミュニケーションⅠ

【 知　識　及　び　技　能 】　外国語の音声・語彙・表現・文法などの理解を深め、それを適切に活用する技能を養う。

外国語

評価規準

配

当

時

数

態

VISTA English Communication Ⅱ（三省堂）

外国語

　日常的な話題や社会的な話題について、適切に表現したり伝えあったりする力を養う。

指導項目・内容

英検３級程度の単語・文法事項を理解している。
教員からの助言や既習の知識を用いてテキストの内容を理解することが
できる。英語の発音とつづりの関係を理解することができる。英語の基
礎的な語順を理解することができる。

英語コミュニケーションⅡ

文法事項の理解を基に、自身の感情や意見を英文で書こうとして
いる。
記録・振り返りを通じて、英語を運用する力の変容に注目するこ
とができる。

○〇

[L][S発}使役動詞や知覚動詞の文構造を理解し、正し
く使うことができる。
[L] クオッカについての概要や要点、必要な情報を、
主体的に聞き取って捉えようとしている。
[R]  クオッカについて、理解を深めるために、対話を
主体的に読み取り、概要や要点を把握しようとしてい
る。
[Sや] クオッカ／絶滅危惧種について、基本的な語句
や文を用いて、主体的に考えを詳しく話して伝えた
り、相手からの質問に答えようとしたりしている。

○

○

○

○ ○

○

○

〇

　様々な文化に対する理解を深め、主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

14

○

○

○

○ ○

○ ○

[L] さまざまな伝統舞踊について、〈動詞+目的語+to
不定詞〉と 〈疑問詞+to不定詞〉に注意しながら、内
容を聞き取る技能を身に付けている。
[R] さまざまな伝統舞踊について、〈動詞+目的語+to
不定詞〉と  〈疑問詞+to不定詞〉に注意しながら、内
容を読み取る技能を身に付けている。
[S発] 頼みごとの経験について、基本的な語句や文を
用いて、主体的に情報や考えを詳しく話して伝えよう
としている。

疑問詞やifで始まる節に関する事項を理解している。
[R] 英語と日本語の慣用句について、疑問詞やifで始
まる節に注意しながら、内容を読み取る技能を身に付
けている。
[L] 英語と日本語の慣用句についての概要や要点、必
要な情報を、主体的に聞き取って捉えようとしてい
る。
[Sや] 英語と日本語の慣用句／動物／アンケートへの
回答内容について、基本的な語句や文を用いて、主体
的に考えを詳しく話して伝えたり、相手からの質問に
答えようとしたりしている。

文法事項の理解を基に、自身の感情や意見を英文で書くことが
できる。学習した内容をもとに、初めて読む英語の文章を理解
することができる。発音とつづりの知識を用いて、単語の発音
を予測することができる。英語の基礎的な語順を理解し、英語
の文を書くことができる。

単元の具体的な指導目標

Lesson1 want to do/how to do
【知識及び技能】
want to do/how to doなど不定詞表現の意味を理解す
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
want to do/how to doなど不定詞表現を用いた会話を
行うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に異文化理解に取り組むことができる

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・不定詞表現の文法プリント
・振り返りシート

○ 〇

思

〇

20

○ 12

ENJOY READING! 2 The Christmas Truce
【知識及び技能】
第一次世界大戦におけるクリスマス休戦の文章について、理解し
て考えを深めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章について、クリスマス休戦が私たちに伝えるメッセージを考
えながら、基本的な語句や文を用いて、考えを発表することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
クリスマス休戦が私たちに伝えるメッセージを考えながら、基本
的な語句や文を用いて、複数の段落を用いて、考えを詳しく書く
ことができる。。

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・振り返りシート

10○

○

定期考査

○

定期考査

〇

18○

[R]形式主語・形式目的語に関する表現の意味や働きを
理解し、内容を読み取る技能を身に付けている。
[L] 玉木明さんへのインタビューについての概要や要
点、必要な情報を、聞き取って捉えている。
[R] 玉木明さんへのインタビューについて、形式主語
itと形式目的語itに注意しながら、内容を読み取る技
能を身に付けている。
[W] 日本の切手についての紹介を、基本的な語句や文
を用いて、情報や考えを、複数の段落を用いて詳しく
書いて伝えている。

[R] モン・サン・ミシェルについて、現在完了進行形
／過去完了形に注意しながら、内容を読み取る技能を
身に付けている。
[Sや] モン・サン・ミシェル／趣味／日本の世界遺産
について、与えられたフォーマットを参考に、相手の
考えを否定する表現なども用いたりして、考えを詳し
く話して伝え合う技能を身に付けている。

○ ○ ○ 15

○ ○ ○

[L] 物語について、これまで学習した文法事項や表現
に注意しながら、内容を聞き取る技能を身に付けてい
る                     [R] 物語について、これまで
学習した文法事項や表現に注意しながら、内容を読み
取る技能を身に付けている。
[S発] 物語について、基本的な語句や文を用いて、情
報や考えを詳しく話して伝えている。
[W] 物語について、基本的な語句や文を用いて、主体
的に情報や考えを詳しく書いて伝えようとしている。

○

〇 〇

〇

[L][R]分詞構文・強調構文に関する事項を理解し、バ
イオロギングについて内容を聞き取ったり、読み取る
技能を身に付けている。
[Sや]バイオロギングについて、概要や要点、必要な情
報を
[S発] ペットの記録計について、基本的な語句や文を
用いて、主体的に情報や考えを詳しく話して伝えよう
としている。
[W] 学校内の出来事／ペットの記録計について、基本
的な語句や文を用いて、主体的に情報や考えを詳しく
書いて伝えようとしている。

○

[R] 文章について、これまで学習した文法事項や表現
に注意しながら、内容を読み取る技能を身に付けてい
る。
[W] 物語について、基本的な語句や文を用いて、クリ
スマス休戦が私たちに伝えるメッセージについての考
えを、複数の段落を用いて詳しく書いて伝えている。
[S発] 物語について、基本的な語句や文を用いて、ク
リスマス休戦が私たちに伝えるメッセージについての
考えを、主体的に詳しく話して伝えようとしている。

3
学
期

○ ○

○

Lesson ８  分詞構文・強調構文
【知識及び技能】
分詞構文・強調構文に関する事項を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
分詞構文・強調構文を用いた表現でやり取りができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
バイオロキングについての必要な情報を理解し、把握
できる。

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・分詞構文・強調構文tの文法プリ
ント
・振り返りシート 〇 ○ 〇

2
学
期

14

14

ENJOY READING! 1 The Open Window
【知識及び技能】
ナトル氏と登場人物のやり取りで進む物語について、理解して考
えを深めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
物語について、続きを想像して、書いたり発表することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
物語について、続きを想像しながら、基本的な語句や文を用い
て、考えを発表することができる。

・教科書及び付属副教材
・COMET単語帳
・振り返りシート

○ 〇 〇

○



高等学校 令和８年度（３学年用） 教科 外国語 英語  科目 中級英語
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者： （１組～６組：橋上　和子）

使用教科書： （

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話
[

や

]
話

[

発

]

書

配

当

時

数

〇

○

日常生活でよく活用される英語書かれたり、話されたりした文章から必要な

情報を読み取り、話し手や書き手の意図や概要を把握して、要点や自分の

考え・気持ちなどを話したり書いたりして表現したり伝え合ったりする力を身

に付けようとしている。さらにこれれらの取組に関して見通しを立て、振り返

るなど自らの学習を自覚的に捉えている。

〇

〇

〇

○

○

○

〇

〇

〇

〇 ○ ○

○

○

○

○ ○

○ ○

○

３

学

期

・関係副詞
・強調するときの表現
・仮定法
・説明を補足するときの表現

①伝えたいことをより際立たせるため
の強調表現を使って高校生活で行った
活動について説明する。
②相手が理解できなかった事柄に対し
て補足説明する表現を使って、自分が
関心のある社会問題について説明す
る。

〇 ○ 〇

〇 ○ 〇

２

学

期

〇 ○

〇

中間まで
・不定詞
・申し出るときの表現
・動名詞
・情報を追加するときの表現
期末まで
・分詞
・依頼するときの表現
・関係代名詞
・言い換えるときの表現

中間まで
①相手に自分の行動の許可を求める
表現を使いながら、自分のおすすめの
観光スポットを紹介する。
②意見や伝えたい情報をさらに付け加
える表現を使って、日本文化について
具体的に説明する。
期末まで。
①相手に質問や相談する表現を使い
ながら、いくつかの選択肢の中から選
ぶ時のアドバイスを求める。②先に述
べたことをより分かりやすい表現に言

い換え、自分の尊敬する(好きな)人に
ついて紹介する。

定期考査
〇

１

学

期

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

日常生活でよく活用される英語で書かれた文章を読んだり、聞いたりし

て、文章全体の内容理解を捉える技能や、気持ちなどを基本的な語句や

文を用いて話したり書いたりして表現したり伝え合ったりするために必要

な技能を身に付けている

日常生活でよく活用される英語書かれたり、話されたりした文章から必

要な情報を読み取り、話し手や書き手の意図や概要を把握して、要点や

自分の考え・気持ちなどを話したり書いたりして表現したり伝え合ったり

する力を身に付けている

外国語 英語

コミュニケーションを行う目的や場面・状況などに応じて、話し手や書き手の意図などを的確に理解しその情報を活用して適切に表

現したり伝え合ったりすることができる力を養う

背景にある文化に対する理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら，主体的・に外国語を用いてコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度を養う

○

思

○

○ ○

○

態

〇

【 知　識　及　び　技　能 】
音声や語彙・表現・文法・言語の働きなどを理解を深め、それらを使用し実際のコミュニケーションで適切に活用できる技能を身に

付けるようにする

○

○

評価規準

東村山

合

計

70

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期テスト

（知識・技能）
・テスト（定期テスト・パフォーマンステスト・小テ
スト等）を通じて、実践的な英語能力を習得し、
実際に活用できる技能を身に付けている。

（思考・判断・表現）
・パフォーマンステストだけでなく、提出物や相
手とのやり取り等を通じて、事実や自分の考え
を表現している。

（主体的に学習に取り組む態度）
・パフォーマンステストだけでなく、提出物や相
手とのやり取り等を通じて、事実や自分の考え
を表現しようとしている。

 

中間まで
・文型
・be動詞・一般動詞
・時制(進行形含む)
・願望を述べるときの表現
期末まで
・助動詞
・対比するものを述べるときの表現
・受動態
・説明するときの表現

中間まで
①所属・趣味・習慣・住んでいる場所に
ついて具体例を挙げながら説明より具
体的に自己紹介する。②自分の意思を
相手に丁寧に伝えながら身近な人を
紹介する。
期末まで
①２つのことを比べながら説明する表
現を使いながら、自分の学校について
説明する。②相手が理解しにくい理由
や意味やり方を説明する表現を使っ
て、自分の学校について説明する。
。

〇

〇

○

○

〇

中級英語 2

【知識及び技能】

28

32

正進社　英語の語順ドリルBOOK２ / 桐原書店 英語総合問題演習 Garden A course)

外国語 英語

定期考査
〇 〇 〇 ○

中級英語

〇 ○ 〇

【思考力、判断力、表現力等】

領域

10

○ ○



高等学校 令和８年度（３学年用） 教科 外国語 英語  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者： （１組～６組：                                     ）石川　太一・市岡　恵梨・江島　れお

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話
[

や

]
話

[

発

]

書

105

外国語 英語

【 知　識　及　び　技　能 】
音声や語彙・表現・文法・言語の働きなどを理解を深め、それらを使用し実際のコミュニケーショ
ンで適切に活用できる技能を身に付けるようにする

コミュニケーションを行う目的や場面・状況などに応じて、話し手や書き手の意図などを的確に理解しその
情報を活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う

背景にある文化に対する理解を深め、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら，主体的・に外国語
を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う

英語コミュニケーションⅢ

東村山 英語コミュニケーションⅢ
外国語 英語 英語コミュニケーションⅢ 3

数研出版　COMET English Communication Ⅲ

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
日常的な英語のやり取りで使用される英語のきまりを理解し、話
されたり書かれたりする文章等を聞いたり読んだりして、その内
容を捉える技能や、気持ちなどを基本的な語句や文を用いて話し
たり書いたりして表現したり伝え合ったりするために必要な技能
を身に付けている

必要な情報を読み取り、話し手や書き手の意図を把握したり、概
要や要点などを目的に応じて捉えることや、情報や考え、気持ち
などを、論理性に注意して話したり書いたりして表現したり伝え
合ったりする力を身に付けている

文章を聞いたり読んだりして、必要な情報や、話し手や書き手の意
図を把握し、概要や要点などを目的に応じて捉えようとしている。
また情報や気持ちなどを、論理性に注意して話したり書いたりして
表現したり伝え合ったりしようとしている。さらにこれれらの取組
に関して見通しを立て、振り返るなど自らの学習を自覚的に捉えて
いる。

○ ○ 10

○ ○ 10

〇

思 態

配
当
時
数

○

○ ○ 〇 〇 ○

○

年間共通評価基準

①（思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度）

授業中に生徒の言語活動への取り組み状況
を観察する。

②（知識・技能，思考・判断・表現）

本文の要約（各LessonのSummary）の音読
やPair Talk，Fun Talk!あるいはActivity
の各Stepへの取り組みを教員または生徒同
士が評価する。

評価項目：取り組みの熱心さ，声の大き
さ，発音の正確さなど

③（知識・技能，主体的に学習に取り組む態度）

本文の内容について読んだり，聞いたりし
たことを理解しているかを筆記テストす
る。

評価項目：中間・期末考査／評価問題／補
充文法問題／10分間テストなど

④（思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度）

下記のテーマの説明に用いられる語句や文
法事項及び表現を理解しているかを筆記テ
ストする。

評価項目：Activity・ワークシートなど

⑤（知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度）

上記課題の内容や提出状況

○○ ○

○

〇 ○

L.3  The Anchoring Effect
L.4  Animal Welfare
【知識及び技能】
　本文の言語材料の用法に関する理解をもと
に，教科書の文章を読み取る技能を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を読み取り，概要や要点を把握して
いる。またそのことに対して、自分の意見を書
いたり／話して伝え合ったりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容を読み取り，概要や要点を把握しよ
うとしている。またそのことに対して、自分の
意見を書いたり／話して伝え合ったりしようと
している。

・指導事項
帯活動　単語テスト・１文英作文・
パフォーマンステスト：
［題材内容］アンカリング効果、アニマ
ルウェルフェア
［言語材料］比較級・現在完了
［言語活動］
消費行動について，英語で書く／発表す
ることができる。
・教材
でる順パス単書き覚えノート英検３級改
訂版 旺文社/中学英文法 意味順ドリル
１ テイエス企画/Listening Pilot 東京
書籍
・一人１台端末の活用　等

〇 ○

定期考査 〇 〇

○ ○ 10

〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 16

２
学
期

L.5  Working Styles
L.6  Bobbi Gibb First Woman Runner in the
Boston Marathon
L.7  Virtual Water
L.8  Dresden’s Decision
【知識及び技能】
　本文の言語材料の用法に関する理解をもと
に，教科書の文章を読み取る技能を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を読み取り，概要や要点を把握して
いる。またそのことに対して、自分の意見を書
いたり／話して伝え合ったりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容を読み取り，概要や要点を把握しよ
うとしている。またそのことに対して、自分の
意見を書いたり／話して伝え合ったりしようと
している。

・指導事項
帯活動　単語テスト・１文英作文
パフォーマンステスト：
［題材内容］メンバーシップ型雇用と
ジョブ型雇用、女性ランナーの挑戦、
バーチャルウォーター、・ドイツの都市
ドレスデン
［言語材料］関係代名詞what/知覚動詞/
仮定法
［言語活動］
将来の職業や働き方について，英語で書
く／発表することができる。
・教材
でる順パス単書き覚えノート英検３級改
訂版 旺文社/中学英文法 意味順ドリル
１ テイエス企画/Listening Pilot 東京
書籍
・一人１台端末の活用　等

〇 ○

１
学
期

L.1  Festivals of the World
L.2  Biomimetics
【知識及び技能】
　本文の言語材料の用法に関する理解をもと
に，教科書の文章を読み取る技能を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を読み取り，概要や要点を把握して
いる。またそのことに対して、自分の意見を書
いたり／話して伝え合ったりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容を読み取り，概要や要点を把握しよ
うとしている。またそのことに対して、自分の
意見を書いたり／話して伝え合ったりしようと
している。

・指導事項
帯活動　単語テスト・１文英作文・
パフォーマンステスト：
［題材内容］世界の祭り、バイオミメ
ティクス
［言語材料］分詞・受け身
［言語活動］
自然から学んだ技術について，英語で書
く／発表することができる。
・教材
でる順パス単書き覚えノート英検３級改
訂版 旺文社/中学英文法 意味順ドリル
１ テイエス企画/Listening Pilot 東京
書籍
・一人１台端末の活用　等

25

〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 25

〇 〇 ○

定期考査

〇 〇 ○ ○

〇 〇 〇 ○ ○

○

○ ○

〇 ○ ○

３
学
期

L.9  Resilience
【知識及び技能】
　本文の言語材料の用法に関する理解をもと
に，教科書の文章を読み取る技能を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
本文の内容を読み取り，概要や要点を把握して
いる。またそのことに対して、自分の意見を書
いたり／話して伝え合ったりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容を読み取り，概要や要点を把握しよ
うとしている。またそのことに対して、自分の
意見を書いたり／話して伝え合ったりしようと
している。

・指導事項
帯活動　単語テスト・１文英作文・
パフォーマンステスト：
［題材内容］レジリエンス
［言語材料］使役動詞
［言語活動］
落ち込んでいる人へのアドバイスについ
て英語で書く／発表することができる。
・教材
でる順パス単書き覚えノート英検３級改
訂版 旺文社/中学英文法 意味順ドリル
１ テイエス企画/Listening Pilot 東京
書籍
・一人１台端末の活用　等

〇 ○

定期考査 〇 〇

9

定期テスト



年間共通評価基準

①（思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度）

授業中に生徒の言語活動への取り組み状況
を観察する。

②（知識・技能，思考・判断・表現）

本文の要約（各LessonのSummary）の音読
やPair Talk，Fun Talk!あるいはActivity
の各Stepへの取り組みを教員または生徒同
士が評価する。

評価項目：取り組みの熱心さ，声の大き
さ，発音の正確さなど

③（知識・技能，主体的に学習に取り組む態度）

本文の内容について読んだり，聞いたりし
たことを理解しているかを筆記テストす
る。

評価項目：中間・期末考査／評価問題／補
充文法問題／10分間テストなど

④（思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度）

下記のテーマの説明に用いられる語句や文
法事項及び表現を理解しているかを筆記テ
ストする。

評価項目：Activity・ワークシートなど

⑤（知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度）

上記課題の内容や提出状況

３
学
期

定期テスト


